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以下の問題に答えなさい。解答はすべて解答用紙に書くこと。 

 

 

 １  次の文章を読み、設問に答えなさい。 

 

 ㋐昨今、インターネットの普及や、コンピューターの計算能力の向上などの情報技術の進展に伴い、AI 技術の開発が

加速し、AI 技術により実現できる計算処理の高度化が見られてきた。また、AI 技術の高度化においては、特にいわゆる

生成 AI と言われる、利用者の指示に基づき、㋑様々な形態のコンテンツを生成する AI についても発展が目覚ましく、

人間が自らの手で作成したものと見まがうようなコンテンツを生み出すことが可能となってきた。それらの生成 AI につ

いて、開発に携わる研究者や事業者だけでなく、一般ユーザーが容易に利用できるサービスやソフトウェアを提供する

事業者も現れ、また、生成 AI の利用を中心に据え、創作活動を行うクリエイターも出てきた。 

 このような中、生成 AI を㋒巡っては、著作権者等からの AI によるデータの学習及び生成に当たって、著作権が侵害

されるのではないかといった懸念の声や、AI 開発事業者等からの AI 開発に当たって著作権を侵害するのではないか、

また、著作権を侵害するような AI を作ってしまうのではないかといった懸念の声、AI 利用者からの AI を利用すること

で、㋓意図せず著作権を侵害してしまうのではないかといった懸念の声などが上がってきた。また、2023 年 5 月に行わ

れた G7 広島サミットにおいて、国や分野を超えてますます顕著になっている生成 AI の機会及び課題について直ちに評

価する必要性の認識が示され、著作権を含む知的財産権の保護等のテーマを含めた生成 AI に関する議論を行うため、G7

の作業部会を㋔通じた、「広島 AI プロセス」がスタートした。さらに、国内でも、同月に有識者による AI 戦略会議にお

いて取りまとめられた「AI に関する暫定的な論点整理」の中で、著作権についても論点を整理し、必要な対応を検討す

ることとされた。 

 また、6 月に取りまとめられた「知的財産推進計画 2023」においても、生成 AI と著作権との関係について、AI 技術

の進歩の促進とクリエイターの権利保護等の観点に留意しながら、具体的な事例の把握・分析、法的考え方の整理を進

め、必要な方策等を検討することとされている。 

（文化審議会著作権分科会法制度小委員会「AI と著作権に関する考え方について」、2024 年 3 月 15 日） 

 

 

 

（１）下線部の漢字の読みを書きなさい。 

 

（２）以下の記述が本文の内容に合致しているか。合致していれば〇、そうでなければ×で答えなさい。 

① クリエイターが生成 AI を使って作ったコンテンツは、そのクリエイター自身も自分のものと区別できないことがある。 

② G7 広島サミットでは、生成 AI を敵視せず、今後好意的に受け止める必要があるという認識が示された。 

③ 有識者による AI 戦略会議は、AI に関する著作権の問題を整理し、必要な対応を検討することの提案をした。 

④ 生成 AI については、利用者が知らないうちに他人の著作権を侵害してしまうことが心配されている。 

⑤ AI 技術を発展させるには、知的財産権と著作権を分けて権利保護を検討することが必要だと考えられている。 

 

 

  

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願います。 



 ２  下線部の空欄を埋める表現としてふさわしいものを選択肢から選び、記号で答えなさい。 

 

① これは、ノーベル賞に＿＿＿＿大発見だ。 

 ｛ア 適合する  イ 相当する  ウ 対応する  エ 比例する｝ 

 

② 国内の留学生を＿＿＿＿経済状況について一刻も早く調査しなければならない。 

 ｛ア 取りまく  イ とがめる  ウ 率いる  エ またがる｝ 

 

③ 選挙では、女性候補を支持する有権者が過半数を＿＿＿＿。 

 ｛ア 支えた  イ 増えた  ウ 掛けた  エ 超えた｝ 

 

④ 定年退職してから何年も経つが、あの先生は学界で今なお＿＿＿。 

 ｛ア 旺盛だ  イ 気鋭だ  ウ 健在だ  エ 優秀だ｝ 

 

⑤ 資材高騰と人手不足で、この工事がいつ終わるか＿＿＿が立たない。 

 ｛ア 目安  イ 目盛り  ウ 目途  エ 目当て｝ 

 

 

 ３  以下の表現を使った例文として、もっとも適切なものを選択肢から選び、記号で答えなさい。 

 

① おのずから 

ア 太郎はおのずから左耳に障害をもっている。 

イ 失敗しても言い訳をするな。おのずから分かってくれる人がいるはずだ。 

ウ 環境保護にはおのずから個人の行動が大切だ。 

エ 精一杯努力すれば、おのずから可能性が見えてくるはずだ。 

 

② さほど 

ア 大阪では、さほど万国博覧会が開催される予定である。 

イ 地球温暖化には、人々の協調的な行動がさほど必要だろう。 

ウ 私は大学で経済学を専攻したが、就職後もさほど勉強しなければならなかった。 

エ JLPT N1 に合格するのは、私にとってはさほど難しいことではなかった。 

 

③ ～を限りに 

ア 今日を限りに、私はアルバイトをやめさせていただきます。 

イ この会社は、女性を限りに社員を採用している。 

ウ この作曲家は、メロディーを限りに美しい曲を作る。 

エ あの人を限りに、試験で不正をすることはないはずだ。 

 

④ ～ないことには 

ア 花子が来ないことには、みんなが嫌な気分になる。 

イ 怪我でもしないことには、明日から仕事にならない。 

ウ 教師が来ないことには、授業は始まらない。 

エ 救助隊が来ないことには、彼は死んでいただろう。 

 

⑤ ～には及ばない 

ア 今度の試験でいい点を取りたいので、家で勉強するには及ばない。 

イ 入学式は形式的なものであり、わざわざ出席するには及ばない。 

ウ 彼のような人格者が、女性に偏見をもつには及ばない。 

エ 経済的に困っているからといって、犯罪をするには及ばない。 

 

  



 

 ４  次の文章の内容を 80～100 字で要約しなさい。 

 

 気候変動は、これまで主に環境問題として捉えられてきたが、今やその影響が健康分野においても無視できないほど

顕在化している。現在、ニューヨークで開催中の「Climate Week NYC」では、初めて「健康」が正式なテーマとして取

り上げられた。国際社会における気候変動と健康の関連性に対する関心は高まっている。 

 2023 年に開催された「第 28 回国連気候変動枠組み条約締約国会議（COP28）」では、気候変動が健康に与える影響に

ついて深刻な懸念が表明され、気候・健康宣言を採択した。この宣言文は、国際社会における健康と気候変動の相互作用

への認識を深め、国際的な協力を促進するものだ。 

 日本においても気候変動が健康に及ぼす影響は深刻だ。医学雑誌のランセットによると、日本では気候変動の影響に

より 65 歳以上の熱波による死亡が 00 年から 04 年の期間と比較して 57%増加している。また、環境省の報告書では、

感染症の増加、栄養失調、大気汚染、熱中症、メンタルヘルスなども懸念されている。高齢者が多く、自然災害の影響を

受ける日本では気候変動による健康リスクは多岐にわたり、その対策は急務だ。 

（菅原丈二「気候変動、健康被害を注視せよ」、日経電子版「私見卓見」、2024 年 9 月 25 日） 

 

 

 

 ５  「嘘」というテーマで、150～200 字の作文を書きなさい。ただし、以下の 3 つの語句を必ず使うこと。 

 

語句 うっかり  とはいえ  必ずしも 

注意事項 ①タイトルは書かないこと。②用いた語句は下線を引いて示すこと。③語句の順番は入れ替えて構わない。 

 

  

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願います。 
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 １  

（１） 

㋐         ㋑         ㋒     って  ㋓         ㋔     じた   

（２） 

①     ②     ③     ④     ⑤      

 

 ２  
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 以下の Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ のうち、2 つを選択し、解答しなさい。なお、解答はすべて解答用紙に書くこと。 

 ※「1 つ」を選んで解答するものと、「すべて」解答するものがあるので注意すること。 

 

 

 Ａ  次の３つの問題のなかから 1 つを選んで、答えなさい。 

 

① ダイクシスに関わる日本語のいくつかの表現について、例文をあげながら説明しなさい。 

 

② うけみ文の構造による分類である直接対象のうけみ、間接対象のうけみ、もちぬしのうけみ（所有者のうけみ）、第三

者のうけみ（めいわくのうけみ）などについて、例文をあげながら説明しなさい。 

 

③ いわゆる「ハガ構文」について、例文をあげながら説明しなさい。 

 

 

 Ｂ  次の 2 つの問題のなかから 1 つを選んで、答えなさい。 

 

① コミュニケーションに生じる「訂正」や「修復」とは何か、言語能力に関する学説を踏まえて述べなさい。 

 

② 言語研究の方法として質問紙調査法（アンケート）を実施することにはどのような問題があるか、質問紙調査法以外

のデータ収集法と比較して説明しなさい。 

 

 

 Ｃ  次の①、②をすべて答えなさい。 

 

① Long による「インタラクション仮説（Interaction hypothesis）」を説明しなさい。説明には、以下の用語を入れること。 

【意味交渉   コミュニケーション・ストラテジー  フィードバック】 

 

② 第二言語習得の観点からインタラクション仮説の有効性と限界について説明しなさい。 
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【1 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※解答欄が足りない場合は、裏面を使用してもよい。 
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以下の問題に答えなさい。解答はすべて解答用紙に書くこと。 

 

 １  次の文章（国立国会図書館長の就任挨拶）を読み、設問に答えなさい。 

 

この 4 月に、国立国会図書館長に就任いたしました。これまで皆様からいただきました国立国会図書館に対するご支

援とご協力に心から感謝申しあげます。 

国立国会図書館は、国会図書館として国民を代表する国会議員の職務を補佐することを第一の役割としながら、日本

唯一の国立図書館として、広く国民すべてに知識へのアクセスを保証する任務を㋐担う機関です。 

国会議員の職務への補佐であれ、国民への情報提供であれ、その土台となるのが日本における知の基盤の構築です。

昭和 23（1948）年に設立されて以来、国立国会図書館は日本国内で出版された図書、雑誌、新聞、官公庁資料、地図等

について、納本制度を中心に、関係者のご理解も得ながら、㋑網羅的な収集と永続的な保存に努めてまいりました。平成

12（2000）年以降は電子図書館サービスとして、国内出版物のデジタル化、インターネット情報の収集・保存にも着手

してまいりました。現在は 2021 年から 2025 年までのビジョンである「国立国会図書館のデジタルシフト」に基づき、

デジタルコレクションの拡充と市場でのアクセスが困難なものに関するユニバーサルなアクセスを進めております。 

社会におけるデジタル化をはじめとする情報技術の進展は急激なもので、これまで印刷物を中心としてきた知識や情

報の流通は、電子書籍や電子雑誌だけでなく、インターネット上の情報を含むものへと変化してきています。これは印

刷物という情報を固定させるメディアから、常に更新、変更がなされるデジタルメディアへの変化と㋒捉えることがで

きます。常に流動することを本質とするデジタルメディアをいかに保存していくべきかについて、現状では正解はあり

ません。またデジタルメディアは複製や編集が容易で、最近話題になることの多い生成 AI の普及も相まって、簡単に事

実とは異なる情報を流すことが可能になってきています。 

これまで国立国会図書館が築いてきた紙の印刷物を中心とするコレクションは、情報の信頼性を検証していく基盤と

もなりうるものであり、日本の文化資源として次世代に確実に継承していかなければなりません。同時に、急激に変化

するメディア環境に対応した知の基盤をいかに構築していくかも㋓模索する必要があります。知の基盤とは単に情報を

収集・保存することだけを指すものではないと考えます。収集した情報は利用されなければ意義は半減します。必要な

人に必要な情報が提供できる体制、特に経済的、身体的、さまざまな社会的要因で、知へのアクセスが妨げられることが

ない体制を整備することが必要です。さらに、さまざまな人々が今後も情報や文化資源を生み出すことを可能とする環

境を醸成することも知の基盤の構築においては考えていかなければならない課題といえます。 

現状は困難な課題が多く、このような知の基盤の構築は果てない壮大な夢といわざるをえませんが、その理想に向か

ってあせらずたゆまず、国立国会図書館全職員で歩みを進めてまいりたいと思います。なにとぞご指導ご鞭撻㋔賜りま

すようお願い申し上げます。 

（国立国会図書館「館長挨拶」2024 年 6 月、国立国会図書館ウェブページより） 

 

（１）下線部の漢字の読みを書きなさい。 

 

（２）以下の記述が本文の内容に合致しているか。合致していれば〇、そうでなければ×で答えなさい。 

① 国立国会図書館の本来の目的は、広く国民すべてに図書資料を利用できるようにすることである。 

② 「国立国会図書館のデジタルシフト」では、身体的要因で来館できない人に図書資料を提供することを目指す。 

③ デジタルメディアは複製や編集が容易で、原典から改変されたかどうか判断できない情報が流通してしまう。 

④ 国立国会図書館は、資料・情報を集めるだけでなく、新しい情報や文化資源が作り出されるようにするべきである。 

⑤ 国立国会図書館が目指す「知の基盤」の構築には、職員だけでなく全国民の協力が必要である。 

 

  

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願います。 



 ２  下線部の空欄を埋める表現としてふさわしいものを選択肢から選び、記号で答えなさい。 

 

① ＿＿＿の予想の通り、現職大統領が再選された。 

 ｛ア おおかた  イ おざなり  ウ おもむろ  エ おろそか｝ 

 

② 最新型のスマートフォンの発売初日には、店頭に人が＿＿＿。 

 ｛ア 押し寄せた  イ 飛び交った  ウ 行きつけた  エ 引き込んだ｝ 

 

③ 隣国からの侵略を受けて、多くの国民の生命が＿＿＿。 

 ｛ア さえぎられた  イ おびやかされた  ウ つぐなわれた  エ てがけられた｝ 

 

④ 個人情報を利用するには、＿＿＿本人の同意を得なければならない。 

 ｛ア おもむろに  イ さしあたり  ウ あらかじめ  エ ことごとく｝ 

 

⑤ ドラえもんは、好き嫌いなく何でも食べるが、「どら焼き」には＿＿＿がない。 

 ｛ア 手  イ 指  ウ 口  エ 目｝ 

 

 

 ３  以下の表現を使った例文として、もっとも適切なものを選択肢から選び、記号で答えなさい。 

 

① ～わけにはいかない 

ア 好きでもない人と結婚したとしても、幸せにならないわけにはいかない 

イ 子どもが苦しんでいるのに、親が手を出さざるわけにはいかない。 

ウ 嫌なニュースが流れると、耳をふさがないわけにはいかない。 

エ 花子の誕生祝いのために次郎がお金を出すなら、私も出さないわけにはいかない。 

 

② ～ては 

ア 自由の女神像を見なくては、ニューヨークに行く意味がない。 

イ 彼にも朝から手伝ってもらわなくては、この仕事は締め切りまでに終わらない。 

ウ 居眠り運転をして事故にでもあっては、みんなが心配する。 

エ 雨が降っては、楽しみにしていた野外コンサートが中止になってしまう。 

 

③ ～かねる 

ア 日本では消極的な人が多いので、会議の際に意見を控えかねます。 

イ 当店では、そのような注文はお受けしかねます。 

ウ それだけ日本語が上手なのだから、早く JLPT の N1 を受験しかねます。 

エ これから池袋に行くなら、私も一緒に行きかねます。 

 

④ ちなみに 

ア この単位がどうしても必要だ。ちなみに先生に追試験をお願いするつもりだ。 

イ 今日は池袋で忘年会がある。ちなみに会費は 1 人 5,000 円だ。 

ウ 太郎はロボットである。ちなみに彼には血が通っていないということだ。 

エ 彼は一日中部屋でアニメを観ている。ちなみにアニメオタクだ。 

 

⑤ ろくに 

ア この雲行きであれば、ろくに明日は雪になるだろう。 

イ この本には事実誤認が多いから、ろくに読んではいけない。 

ウ 卒論提出前は忙しさと緊張とで、ろくに寝られなかった。 

エ 三連休の最終日の晩は静かで、ろくに町は無人のようだった。 

 

  



 

 ４  次の文章の内容を 80～100 字で要約しなさい。 

 

 国勢調査から得られる様々な統計は、国や地方公共団体の政治・行政において利用されることはもとより、民間企業

や研究機関でも広く利用され、そのような利用を通じて国民生活に役立てられています。 

 国や地方公共団体の政治・行政での利用で代表的なものとしては、法律で定められている基準としての利用がありま

す。具体的には、衆議院議員小選挙区の改定（衆議院議員選挙区画定審議会設置法）、地方交付税の交付額の配分（地方

交付税法）、都市計画の策定（都市計画法）、過疎地域の要件（過疎地域自立促進特別措置法）などにおいて、国勢調査に

よる人口を基準とすることが定められています。 

 法律に定められている基準としての利用以外にも、国や地方公共団体の行政の様々な場面で広く利用されています。

我が国の少子高齢化の将来予測、地域の人口の将来見通し、住みよい街づくりのための計画策定、防災計画の策定など、

行政運営や計画策定の基礎データとして欠かせないものになっています。 

 このほか、国勢調査の結果は、ほかの公的統計を作成するための基準として用いられています。例えば、日本の将来推

計人口、地域別の人口推計、国民経済計算の統計（GDP などの統計）などは、国勢調査の人口を基礎として用いていま

す。また、労働力調査、家計調査など各種の国の基本的な標本調査は、国勢調査の小地域別の統計に基づいて設計されて

います。 

 このように、国勢調査なくしては、我が国の社会経済の実態を明らかにする各種の統計は成り立たないと言っても過

言ではありません。 

（総務省統計局ウェブページ「令和２年国勢調査に関する Q&A（回答）」より） 

 

 

 

 ５  「気候変動」というテーマで、150～200 字の作文を書きなさい。ただし、以下の 3 つの語句を必ず使うこと。 

 

語句 言うまでもない  とりわけ  いかなる 

注意事項 ①タイトルは書かないこと。②用いた語句は下線を引いて示すこと。③語句の順番は入れ替えて構わない。 
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 １  

（１） 

㋐      う  ㋑         ㋒     える  ㋓         ㋔      り   

（２） 

①     ②     ③     ④     ⑤      

 

 ２  

①     ②     ③     ④     ⑤      

 

 ３  

①     ②     ③     ④     ⑤      

 

 ４  

 

                          

                          
                         

50 
                          
                          

                          
                         

100 

 

 

 ５  

 

                          

                          
                         

50 
                          
                          

                          
                         

100 
                          
                          

                          
                         

150 
                          
                          

                          
                         

200 
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 外国語学研究科 日本言語文化学専攻（博士課程前期課程） 

 

 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

英語 
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I. 1 から 10 の各空所にはいる最も適切な語、または語句を、選択肢（A）から（D）の中から一つずつ選び、その

記号を解答欄に記してください。 

 

Officials in Monterey, California, on Aug. 19 closed off a beach in the county after hundreds of California sea lions 

took it over. 

 

Crowds have (   1   ) at San Carlos beach to watch the sea lions as they rest and play on the sand and in the water. 

 

Sea lions are often seen at some beaches on the California coast, but local (   2   ) say they have never seen so 

many of them gathered in Monterey. 

 

Lisa Uttal, a marine biologist with the Monterey Bay National Marine Sanctuary, said they may be (   3   ) to the 

rich diversity in the food supply in the waters. 

 

“They’re usually chasing the food and, because Monterey Bay National Marine Sanctuary is so productive out here, 

the productivity is really (   4   ),” Uttal said. 

 

They were (   5   ) to stay on the beach for three to four weeks, she said. 

(September 13, 2024, the japan times alpha online) 

 

1 

(A) gathered 

(B) collected 

(C) floated 

(D) assumed 

 

2 

(A) receptionists 

(B) recipients 

(C) respondents 

(D) residents 

 

3 

(A) attract 

(B) attracts 

(C) attracting 

(D) attracted 

 

4 

(A) thin 

(B) slender 

(C) rich 

(D) wealthy 

2025年 2月 15日 
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5 

(A) expect 

(B) expecting 

(C) expects 

(D) expected 

 

 

I couldn’t help but sneak a sideways glance at the two tourists next to us. We were in a popular cafe in Kyoto and 

they were (   6   ) sandwiches and onigiri from the convenience store. 

 

They’d ordered only coffee at the cafe, even though it offered several hearty breakfast choices. 

 

This wasn’t the only time I would see (   7   ), typically tourists from overseas, eating “outside food and drinks” 

in cafes and other eateries. During my five-day stay in Kyoto, we saw at least seven people doing this. 

 

At a Mister Donut, (   8   ), a few ladies chatted loudly in English as they drank their canned coffee in between 

bites of donuts. 

 

At a busy food court in a shopping mall, a couple had somehow (   9   ) hot water to cook their cup noodles, which 

had been bought elsewhere. They did not patronise any stalls in the food court. 

 

I wondered if this had somehow become acceptable behaviour. The food court had a sign saying “No outside food 

allowed,” but I did not notice any similar sign at the cafe or Mister Donut. 

 

Such signs are fairly common at casual establishments in Singapore. But even without any sign, I would have assumed 

that such practices are not allowed anyway. 

 

First and foremost, it’s unfair to the business owner. I also find it quite rude. If there are customers waiting for a table, 

such behaviour is surely even more inconsiderate. 

 

Perhaps exceptions can be made for those with special dietary requirements, but even then, I think it’s only right to 

politely ask for (   10   ). 

(August 9, 2024, the japan times alpha online, ただし改変した個所あり) 

 

 

6 

(A) unwrap 

(B) unwraps 

(C) unwrapped 

(D) unwrapping 

 

7 

(A) customers 

(B) owners 

(C) guests 

(D) explorers 

 

8 

(A) for instance 

(B) for good 

(C) instead 

(D) in spite of 
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9 

(A) maintained 

(B) seized 

(C) managed 

(D) obtained 

 

10 

(A) allowance 

(B) permission 

(C) forgiveness 

(D) sympathy 

 

 

II.  1 から 10 の (     )内の空所に入る最も適切な語、または語句を、選択肢（A）から（D）の中から一つずつ選

び、その記号を解答欄に記してください。 

 

1  My mother (     ) the chance to travel abroad in her life. 

(A) has never had 

(B) had never has 

(C) never had have 

(D) never having had 

 

2  Lucy’s furniture, including a sofa and a king-size bed, (     ). 

(A) are to be sold 

(B) have to be sold 

(C) are going to be sold 

(D) is being sold 

 

3  Although Janet often goes to France, she speaks (     ) French. 

(A) few 

(B) little 

(C) only 

(D) almost any 

 

4  (     ), Mr. Carter decided to accept the offer. 

(A) Since driving home 

(B) For driving home 

(C) Once driving home 

(D) While driving home 

 

5  The population of Japan is (     ). 

(A) as large as Mexico 

(B) as large as it of Mexico 

(C) as large as that of Mexico 

(D) as large as the one of Mexico 

 

6  The budget proposal (     ) by the committee members by the end of this month. 

(A) should approve 

(B) should being approved 

(C) should have approved 

(D) should be approved 

 

 

 



7  When I called Beth last night, she was not at home, but I (     ) her at her office. 

(A) could reach 

(B) could have reached 

(C) was able to reach 

(D) could have been reached 

 

8  I wish I (     ) work on Sundays. 

(A) have not to 

(B) were not 

(C) mustn’t  

(D) didn’t have to 

 

9  Jeff failed ------- in time for the presentation because of unexpected engine trouble. 

(A) to arrive 

(B) in arriving 

(C) to have arrived 

(D) in having arrived 

 

10  Please help yourself to (     ) you like. 

(A) however  

(B) what 

(C) whichever 

(D) whatever 

 

 

III. 600 字程度の日本語で、次の英文のストーリーの内容を分かりやすく説明してください。 

 

Life is full of conflicts. People want different things. It can be hard to find a compromise that satisfies everyone. 

Especially in an international marriage! 

 

I'm from Canada. My wife is Japanese. When we got married, we had to negotiate different customs, values and 

ways of thinking. The biggest challenge that we faced, however, wasn't cultural differences. It was language. 

 

My wife had studied in the United States and was eager to maintain her English. Having married a native speaker, 

she had dreams of speaking English every day until she became fluent. 

 

I'd studied a year of textbook Japanese at college and was eager to improve my conversation skills. Since I'd just 

acquired a Japanese wife, I had dreams of speaking Japanese every day. 

 

As a result of these competing agendas, we had a basic conflict to solve. What to do? 

 

We finally settled on a simple solution: We decided to take turns! Our plan was to speak each language on alternate 

days. One day would be "English Day." The following day would be "Japanese Day." This would allow each person 

to use their language of choice exactly half the time. 

 

We kicked off this new system on a Monday. By mutual agreement, our first day was English Day. This turned out 

to be very easy for me! The day started off with "Good morning!" and a breakfast chat in English. All day long, my 

wife and I spoke only English — my mother tongue — and everything went smoothly. 

 

The second day was Japanese Day. This started off with "Ohayo gozaimasu!" Things got harder after that! My 

Japanese at that time was actually not very good. The problem was that I didn't have enough vocabulary. 

 

As a result, our breakfast chat was slow and labored. It's hard to have a conversation when you don't know enough 

words! I was constantly using my Japanese-English dictionary. Even the simplest phrases proved a problem. 

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願いま

す。 



 

For example, I needed to ask my wife to "pass the salt." To do so, I had to look up the Japanese word for "pass," 

then look up the Japanese word for "salt," then try to put these together in a grammatical sentence. It took forever! 

 

My wife was incredibly patient and smiled as she watched me struggle. I started to wonder if she was secretly 

enjoying the linguistic torture I was going through! 

 

Although the first few months were a challenge, my spoken Japanese gradually improved. My wife as well was 

pleased at being able to maintain her English. Our system was a success! 

 

When dealing with conflict, it's important to find a compromise that's fair and acceptable to both parties. Good luck 

finding solutions to the conflicts in your own life! 

 

(Kip A. Cates, My bilingual marriage, The Japan Times ST: June 8, 2018) 

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願いま

す。 
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科  目  名 受験番号 採 点 欄 

日本言語文化学 
 

氏  名 

 

 

   

1． 次の①～③の問いにすべて答えなさい。 

①あなたが研究しようとする日本言語文化学の研究対象について、あなたの母国では、どのように理解され、どのような関心

がもたれていますか。 

②その研究対象について、母国ではどのような本が出版され、研究が行われていますか。 

③あなたの日本での研究がもつ意義、果たす役割について論述してください。                                                                                                                         

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                              

 

                                                                                                                        

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                              

 

                                                                                                                        

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                              

 

                                                                                                                        

 

                                                             

 

                                                             

 

                                                              

 

                                                             

 

                                                              

 

                                                              

 

                                                             

 

                                                             

2025年 2月 15日 

日 

記述欄が足りない場合は裏面を使用して良い 



問題 2025年度大東文化大学大学院【春季】入学試験 

 外国語学研究科 日本言語文化学専攻（博士課程前期課程） 

2025年 2月 15日 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

応用日本語学 
 

氏  名： 

 

 

 

 

 以下の Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ のうち、2 つを選択し、解答しなさい。なお、解答はすべて解答用紙に書くこと。 

 

 

 Ａ  以下の三つの問いすべてに答えなさい。 

 ①目的を表す「するために」と「するように」について、例文をあげながら、その用法を説明しなさい。 

 ②第二中止形（テ形）の否定形「しないで」と「しなくて」について、例文をあげながら、その用法を説明しなさい。 

 ③「～にとって」について、例文をあげながら、その用法を説明しなさい。 

 

 

 Ｂ  あなたの研究テーマに関連する理論や学説を一つ取り上げ、その内容について説明した上で、その理論や学説にはどのよ

うな課題があるか批判的に述べなさい。 

 

 

 Ｃ  近年インターネットなどを利用して独学で日本語を学ぶ学習者が増えているが、独学では向上させることが難しいと考え

られる能力を挙げ、なぜ難しいのかを関連する理論や知見を用いて説明しなさい。 
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【1 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 
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